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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は,大気エアロゾル粒子の環境影響や環境保全 ･改善策を策定する上で基本的要件となる大気エ
アロゾル粒子の物理 ･化学的性状特性やその変動,ならびに大気からの除去過程としての乾性 ･湿性沈着
機構を解明することを目的としたもので,得られた主な結果は以下のとおりである｡
1)微量多元素同時分析法としてのPIXE法の検量に,効率的に使用可能な混合標準試料を新たに作製
し,また本研究で確立した大気エアロゾルや雨水試料の分析条件下での分析精度および検出限界を明ら
かにした｡
2)粒径,化学組成,濃度,溶解性など大気エアロゾル粒子の性状を総合的にとらえ,各種気象 ･環境条
件下で測定し,粒子の発生過程や季節的要因と粒子の物理 ･化学的性状特性との関係を明らかにし,化
学組成別の粒度分布は,発生過程に応じた3つのタイプに分類できることを示した｡
3)各種気象 ･環境条件下で乾性沈着量を求め,大気エアロゾル粒子の元素別沈着速度を決定することに
より,乾性除去機構を定量的に評価した｡元素別沈着速度は0.93cm/S-3.2cm/Sの範囲にあり,疏
酸塩などについてはガス状物質の沈着も大きいことを示した｡
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4)雨水中に取り込まれる大気汚染物質濃度は,降雨開始直後に最大となり,以後降水量0.5mm程度ま
で急速に減少することを示し,降雨初期においてはwashout機構が支配的洗浄機構であることを明ら
かにした｡また,washout過程をモデル化したシミュレーション計算より,降雨洗削 こ及ぼす雨滴条
件やエアロゾル粒子性状の影響を調べ,実験結果とよく対応していることを示した｡
以上,要するに本論文は,大気エアロゾル粒子の物理 ･化学的性状とその変動特性を明らかにし,大気
エアロゾル粒子の環境影響を評価するために不可欠な多くの基礎的知見を得,また大気中からのエアロゾ
ル粒子の沈着除去機構を解明したもので,得られた成果は学術上,実際上寄与するところが少なくない｡
よって本論文は博士 (工学)の学位論文として価値あるものと認める｡ また,平成8年12月19日,論文内
容とそれに関連した事項について試問を行った結果,合格と認めた｡
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